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福建における同族結合とその分化
—施氏一族の移住と分節化――-
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1. 施氏の村荘と宗祠
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IV. 解放前の簿江派と銭江派との械闘
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I. はじめに
1987年より福建省晋江県一帯に分布する施氏一族や地域開発について調査研
究を続けてきたI)。彼らの子孫は台湾・フィリビン・シンガボール・香港・マ
1)これまで福建・台湾の施氏や粘氏， これら同族の住む晋江市の地城開発に関して以
下の論文を発表している。「僑郷における郷鎮企業の展開とその問題点ー一。「晋江モ
デル」の実態一」（関西大学「経済論集』第37巻第4号， 1987年11月），石田浩・中
田睦子「中国における同族組織の展開とその実態ー一権i建省晋江県の施氏同族と地縁
組織の関係ー一」（『アジア経済」第30巻第4号， 1989年4月）， 中田睦子・石田浩
「中国における同族組織の分節形成と祖庁について一一沿［建省晋江県施氏同族の調査
事例—」(『アジア研究」第36巻第 4 号， 1989年12月），「台湾への移民・開発・定住
と同族組織の形成一福建省晋江県満族粘氏の台湾移住とその族的結合一-J(関西
大学「経済論集」第41巻第6号， 1992年3月），「移民社会台湾の同族結合と宗親会の
形成一~（関西大学『経済論集」第42巻第 1 号， 1992年
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レーシア・インドネシア等の各地に居住・分布しており，近年盛んに故郷に錦
を飾るようになった。
一般に福建省は「八山一水一分田」（山が8割．水面が1割．耕地が1割）と言わ
れるように2)' 山地が多く，西に山が連なり，山が台湾海峡まで迫り出し，人多
くして耕地が少ないというのがその特徴である。しかも，耕地が痩せているた
め農業条件は悪く，水稲可耕地が少なく，農業生産力は低い。作物は地瓜（甘薯）
や落花生・豆類等であり，一旦飢饉等が発生すると農民達は故郷を離れて外地
へ出ていかざるを得ず，過去数百年にわたり晋江県は台湾や東南アジアヘ大量
の移民を排出してきた。そして，外国へ移民した華僑や華人は，解放前から故
郷へ積極的に送金や寄付•投資を行い， 熱心に故郷への経済援助を行ってき
た3¥
また，解放後の土的改革や社会主義改造・建設もこの地方の農業生産条件を
根本的に変革できず，その結果，農民は貧困から脱出できなかった。しかも，
経済的諸困離を外に逸らすべき「悪平等」の政治的イデオロギー闘争も空回り
してきた。それゆえ，本地区の農民達は解放後の政治的困離な時期をも含め，華
僑・華人からの送金や寄付に大きく依存してきた歴史を持ち， 福建省南部（閾
南）農村は「葬僑吃僑」（華僑に依存して生活をする）と言われてきた。
ところで，近年の「改革・開放」により本地域出身の外国在住華僑・華人と
の直接的関係が修復し，頻繁に親族や同族が里帰りするようになり，外国との
人的ネットワークが再編強化され始めた。その結果，在外華僑・ 華人は故郷へ
5月），石田浩・中田睦子「中国的同族組織典農業集団化」（香港・珠海文史研究所学会
主編『羅香林教授紀念論文集（上）』 1992年12月），「福建省晋江県満族粘氏の台湾移
住とその族的結合」（『中央研究院台湾史田野研究室論文集(1)」1992年12月），「僑郷に
おける同族ネットワークー施氏一族の分節化と社会主義基層組織と経済建設・~」
（関西大学「経済論集」第43巻第2号， 1993年6月）。
2) 辻康吾• 他編「福建省（中国省別ガイド）」（弘文堂， 1993年） p. 2。
3)拙稿，前掲「僑郷における同族ネットワークー一ー施氏一族の分節化と社会主義基層組
織と経済建設—」を参照のこと。
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錦を飾るとともに，各種の社会事業や投資活動を行うようになり，僑郷経済は
目覚ましく発展するようになった。「晋江モデル」として脚光を浴びている経
済開発戦略がこれである％
筆者は台湾とフィリビンの施氏一族の人的ネットワークを通じて，彼らの故
郷である福建省晋江市龍湖鎮（かつては晋江県龍湖郷）に1987年夏・ 1988年夏・
1989年春・ 1992年夏・ 1993年春と1993年夏の計6回訪問し，その同族組織の歴
史変遷とその分化・移住・定住について調査をしてきた。
施氏一族の系譜を見ると初代が黄帝に結び付けられ，その間に有力者が続出
している5)。 しかし， これらの系譜と福建省へ移住した開基祖の系譜とは，族
譜上ではつながらない。薄江派施氏は1991年に浙江省と江西省の施氏一族の村
々へ人を派遣して，これまで不明であった系譜を解明し，古世系表から薄江派
1世の矩（古世系表[2]65世）までつながったとして「施氏宗譜』を作成し，銭
江派施氏に対してその正統性を誇っている6)。この作成された宗譜がどこまで
信憑性のあるものかどうか，ここでは判断を下すことはできない。
ところで，興味の湧くことは，同じ晋江市龍湖鎮の術口村と前港村に居住す
る薄江派施氏と銭江派施氏とが，これまで同じ臨渡堂施氏の子孫であると相互
に認知し合ってきたにもかかわらず，銭江派と銭江派の系譜が族譜上ではつな
がらず，また，第1表に見られるように，各派の排（輩）行字が異なっている点
である。また，公式見解では両派の入閥時期が265年離れており，世代では 6
世（代）ずれている。両派の排行字が異なり，銭江派から分化したとされている
4) 拙稿，前掲「僑郷における郷鎮企業の展開とその問題点—―「晋江モデル」の実態
一」を参照のこと。
5)施性水・施至徳『臨漂施氏族譜」（臨濃施氏族譜編纂委員会， 1961年）と，施学吉・
施暫渡『臨濃施氏族譜」（臨襖施氏族譜編纂委員会， 1967年）。前者はフィリヒ°ンで作
成された族譜であり，後者は前者を基礎にして台湾で作成された族譜である。施氏一
族の族譜については，前掲拙稿「移民社会台湾の同族結合と宗親会の形成ー一治樟弯華
人社会研究序説―-Jで紹介しているので，参照されたい。
6)施瑕紀念館「施氏宗譜」（晋江簿海施氏宗史考査状況僅供参考） 1991年。
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第1表施氏各派昭穆（排行字）対照表
農＼； ， 霜派 <
侭｀  派簿江 錢派江 悶派 <18 郷 35 得 逮 姻 術
｀ 19 仕 36 自 遠 垣 元
20 際 37 由 承 方
21 應 38 括 鄭
22 侯 距 矩 洪 39 淡 魯
I 
23 文 潜 潜 徳 40 明 糊
24 章 橿 檻 仕 41 素 中
25 國・慧 fir 恒 國 42 志 秘
＇ ＇ 
26 光・業 渠 増 文 43 寧 胎
＇ 
27 修 閣 錫 明 44 静 謀
＇ ， 
28 至 家 淵 光 45 似 箸
＇ 
29 性 學 桓 宗 46 先 櫻
＇ ＇ 
30 能 数 燦 突 47 猷 継
＇ 
31 純 議 培 起 48 高 美
I 
32 養 並 剣 振 49 風 科
I 
33 正 宣 湧 抜
I 
34 心 経 標 上
出所）「臨濃施氏族譜」より作成。
簿江派の世代は各派より 6世代ずれており，例えば30世「能」
は実際には24世となる。口は現代使用されている10世代の対照
である。
石腹村は中扮のみが独自の排行字を用い，同じ石夏村の東頭や唐后が銭江派と
同じ排行字を用いている点は大きな疑問となって残る。
同様に，同じ銭江派から分化したとされる毒江派も独自の排行字を用いてい
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る”。また，族譜上で両派の関係を明確に把握できなくとも，伝承のみに頼っ
て同族として相互に認知し合っているのが実態であり，そのことに一体どのよ
うな意義があるのか， 興味のある点である。 しかも， 一族と認知されていて
も，なぜ排行字が異なったりするのであろうか。恐らく，族譜上で整合性を持
つように，その系譜の辻棲合わせが行われてきたのであろう。しかし，現実の
歴史は必ずしもその通りに分節・分化が進展してきたわけではない。そこには
様々な矛盾を内包している。
筆者は，晋南一帯に散在する両派の村々を訪問して， 各分節の家譜や小宗
祠（家廟）内の碑文を調べ， 聞き取り調査を行い， 同族組織の理念と実態との
乖離やその離合集散の歴史， さらには各派派下員の意識等について調査をし
た8)。本稿では，晋江市東南部（晋南）一帯に分布する施氏一族が時期を異にし
て河南省固始県から福建省へ南下し，晋南へ定住後，周辺各村へ分化するとい
った，その歴史的分節過程をまず考察する。さらにその族的結合の存在形態に
7)毒江派は後述するごとく，銭江派から分化したのではなく，後に族譜上の辻棲合わせ
が行われていることに注目すべきである。
8) 1993年春の調査では，周辺に散在する施氏の村荘を訪問して，彼らの歴史について聞
き取り調査を行ったが，簿江派と銭江派の確執だけでなく，両派から分化したとされ
る支派においても，必ずしも開基祖に対する強力なアイデンテイティを持ってはいな
かった。その理由として，①自派の歴史や独自性を協調し， 自派の出自が現在の薄江
派と銭江派から必ずしも分化したのではないという歴史的事実が存在したり，②分化
以降の長い歴史の中で同族間の相互認識が弱まり，解放後の四十数年間に大宗祠を中
心とした同族祭記が欠如したことにより，同族を統括する観念が弱くなったという点
が考えられる。ただ，同村内の族的関係や比較的近い親族間の関係は，革命後四十数
年経過した現在でも維持されていることは特筆すべき点ではある。
1993年夏の調査では， 1993年春の調査の継続として港江派と銭江派の村荘を訪問
らその系譜について聞き取り調査をした。また，福清市龍田鎮の薄江派施氏をも訪
問し，かれらの系譜も併せて調査した。
これらの両調査においては駒沢大学仏教経済研究所の都通憲三朗氏とゼミ生の里田
剛君，夏門大学台湾研究所や華僑大学華僑研究所の諸先生方の協力を得た。これら諸
氏の協力がなければ本調査研究はスムーズに進展しなかったであろう。ならびに訪問
した村荘の方々にも大変お世話になった。記して感謝したい。
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ついて分析し，同時にその現在的意義を考察する。
I. 施氏一族の南下と分化・移住・定着
1. 施氏一族の南下
施氏の原籍地は河南省新鄭県にある。その後，第1図に見られるように映西
省・山東省・江蘇省・浙江省等へ移動し，再び河南省の光州府固始県へ移住し
フィリピン
（出所）各地区宗親会の「大会手冊」より作成。麗は原籍地，口は移動中継地，
口は台湾移民の故郷。
第1図施氏一族の移動
?
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た。華北農村に「山西省洪洞県伝説」があるのと同じように9), 福建農村には
「河南省固始県伝説」が存在し，福建人の故郷は河南省光州府固始県という事
例が多々見受けられる 10)0 
ところで，羅香林氏の研究によれば，華南へ移動した客家は河南省固始県
を経由していることから，固始県出身であれば客家である可能性も高い11)。し
かしながら，筆者が調査した晋江施氏一族は自らを客家とするアイデンティテ
ィを持っていない。 ところが， 調査中に晋江市龍湖鎮での海外華僑帰郷セレ
モニーに参加するために福建省長汀県からやって来た施氏一族（汀州客家研究
会のメンバー）は，客家であった。彼ら長汀施氏の祖先は本地域の施氏とは同族
であり，晋江施氏一族の南下時期と移動時期を異にするが，同じように河南省
固始県から直接福建省長汀県へ移住した。彼らは自己を客家と認識し，客家語
を話し，客家としてのアイデンティティを持っていた。しかしながら，本地域
の施氏は自分達を福倦人と考えており，客家人とは考えていない。この点を長
汀県からやって来た施氏に質問したところ，明確な応答が返ってこなかった。
このような事例から，客家であることのアイデンティティは，彼らの出身地が
黄河流域の中原出身ということだけによるものではなく，移住地での先住者と
の社会的経済的文化的交流や摩擦の中で決定された要因も大きい12)0 
『臨猿施氏族譜』によれば，既述したように施氏古世系表 [l]では 1世は
9)拙著「中国農村社会経済構造の研究」（晃洋書房， 1986年）の第6章「解放前の華北
農村の一性格」 pp.144~153を参照されたい。
10)牧野巽「中国の移住伝説 広東原住民族考」（牧野巽著作集第5巻， 御茶の水書房，
1985年）の「福建人における河南固始県伝説」を参照されたい。また，本書には「華
北における洪洞県伝説」も収めているので，併せて参照されたい。
11)羅香林「客家研究導論」（台北・古亭書屋， 1975年）を参照。
12)長汀県から参加した施氏は，「汀州建州千年慶典壁客家文化聯誼会」を組織し， 1993年
10月に汀州建州千周年祝賀会を開催するために世界の汀州府出身者に呼びかけてお
り，筆者にもぜひ参加してくれと， パンフレットをくれた。また，『汀州客家名人辞
典」の出版を計画しており，関係者に紹介してくれとも語った。
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黄帝であり，中原の地・河南省新鄭県がその源流である。しかし，施氏が歴史上
に具体的に登場するのは山東省へ移住してから後である。施氏一族は臨渡公・
恵（魯恵，施氏古世表[1 Jでは27世） に始まる。周朝が封建制を実施し， 20世
・周旦 (19世・文王の子， 20世・武王の弟）が魯国（現在の山東省）に封じられた。と
ころが，周旦は願い出て都に留まり，周旦の長男・ 21世の伯禽が魯国に赴き，
以後その子孫が魯国を治めた。伯禽の第 7世孫の恒傭i氏古世系表 [1]では28世，
施氏古世系表 [2]では2世）が姓を施とするようになったことから，その父の魯
恵が臨膜堂第 1世となった13)。臨膜の由来は黄河の支流である臨撲水（あるい
は渡水．黄河の移動で現在は存在しない）の名前からきており， 施之常（臨渡侯．魯
恵の第8世孫．孔子の七十一賢徒の一人で孔子廟にその位牌が祀られており，その父・施
瑞の女兄弟の曜英は孔子の父・叔梁紀の元配，すなわち孔子の母である）は臨猿に封じ
られ， その子孫達も臨撲に封じられたので，「臨渡」は施姓を統括する共通祖
先となった。施氏には臨膜堂（始祖・魯恵）を中心にして，樹徳堂（簿江派始祖・
柄），中秘堂（銭江派始祖・典）の二派があり，その他に銭江派から分節したとさ
れる中1分派と益江派がある14)0 
2. 施氏一族の福建省への移住と定着
簿江派は，唐代に施氏古世系表[2]の56世・俊（入閾1世．生翁）が河南省光
州府固始県から福建省建安県東淡郷（現在の建陽県小湖郷東漢村）へ移住し，唐倍
宗光啓 3年 (887年）に57世の恵張び、閲2世）が福建省建陽県麻沙界首へ移住し，
13)施性水・施至徳，前掲「臨猿施氏族譜』，施学吉・施暫渡，前掲「臨漉施氏族譜」。同
じ族譜の中でも，魯恵を臨撲堂第 1世とする場合と，その三男の恒を第1世とする場
合とがある。 というのは， 他地へ移住した始祖は自己の父親を第1世として祀るた
め，始祖が第2世となった。本稿では統一して魯恵を臨猿堂第1世とした。前掲『施
氏宗譜」では， 恒を臨浪堂第 1世としているので， 『施氏宗諧」から引用する場合に
は恒が1世となっている。
14)施性水・施至徳，同上書。施学吉・施暫渡，同上書。街口村では薄江派の入闘が銭江
派よりも17年早いというが，計算すれば7年になる。
8 
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63世の宗澤ぴ掴8世）が福建省福清県高楼郷（現在の福清市龍田鎮）に移住して
福清 1世となった。それゆえ，簿江派は銭江派よりも17年早く福建へ移住した
とその出目を誇る 15)。
ところで，高楼郷の由来は，南宋の大理寺評事になった柄が福清県時和里の
鼓楼山で高い志を抱いたことから，ここを高楼と称したことによる。姻には楊
氏との間に大宗輸，鄭氏との間に秀・英・茂の計4人の息子がいる。族譜では
英・茂の二人が後に南薄（現・栃口）へ移住したとあるが，秀・英・茂の系譜は
記載されておらず，大宗輸の系譜のみが記載されている16)。この点は大いなる
疑問である。族譜では福清県高楼郷から晋江県街口村へ移住したのが4世の菊
逸となっている。すなわち，宋孝宗の淳熙 2年 (1175年）に 4世の菊逸が福清県
高楼郷から現在の晋江県衝口村（薄江，あるいは簿海）へ移住したのが始まりで
ある。なぜ 4世の菊逸ではなく柄が簿江派の開基祖となったのか，それは洒が
宋朝の官僚となり，勢力を拡大したためと考えられる。
菊逸には長男の真鰹と次男の真詮（宜義）の 2人がいた。ところが，第2図に
見られるように，真鰹の系譜は途絶え，簿江派は宣義の系譜のみとなる。
宣義には 6人の息子がおり，長男・長の系譜は出外し不明となり，次男・志廣
は早逝し，三男・美ぱ長房）は永春県へ移住し， 四男・均（守忠）は旧二房
（旧房）として街口村内で分化し，その多くは前披（捕）・曽坑・竿頭・林邊•石
獅・沙閥等へ分節した。五男・演民（萬安）には 9人の息子がおり，旧房三とし
15)施環紀念館， 前掲「施氏宗譜」（晋江簿海施氏宗史考査状況僅供参考）と聞き取りに
よる。『施氏宗諧Jでは，既述したように恒を臨猿堂第1世としており， そのため柄
は65世となる。施振民氏は， 溺江派と銭江派の入間の年代差は 255年， 6代差として
おり，その根拠は施至徳の『族譜」から推測して，涛江派は宋宗紹興元年 (1163年），
銭江派は唐昭宗光化16年 (906年）としているが， この点は既述の『族譜』と異なる。
施振民「非律濱華人文化的持撰」（中央研究院民族学研究所集刊」第42期， 1977年4
月） pp. 191~92の注記を参照。
16)施性水・施至徳，前掲『臨渡施氏族譜』， 施学吉・施暫渡， 前掲『臨漉施氏族譜』。
施振民氏もこの点を疑問とされている。前掲「非律濱華人文化的持綾」 p.191の注記
を参照。
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（出所） 『簿海施氏族譜』より作成。
第2図港海派施氏系図
て分化し最も発展した。演民の長男・安賓の派下は坑尾（英美）に移住し，清代
中葉に沙閾長房寮および蘇庄舗長房園に移住した。次男・安同（二房）派下の多
くは街口村に居住し，村内で分化していった。17)その他には魯東や北施の竿（粁）
頭・大埴•前披．曽坑・林邊·粁柄・石獅勧内・安海， および南施の英暦・ニ
房寮，泉州城内（将軍派），恵安県等へ分節した。三男・安廣（恢齊）は龍源（園）
17)簿江派の分化・分節については，前掲「中国における同族組織の展開とその実態一
福建省晋江県の施氏同族と地縁組織の関係ー一」と，前掲「中国における同族組織の
分節形成と祖庁について一福建省晋江県施氏同族の調査事例一」を参照された
い。施性水・施至徳，前掲『臨渡施氏族譜J,施学吉・施暫渡，前掲『臨襖施氏族譜」
も併せて参照のこと。
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村の亭（陳）店・西湖・龍園披（捕）・龍園寮・鎗楼・馬鞍山・水坑后，華峯等へ
移住し，その他に同安県西橋頭へ，さらにそこから浙江省洞頭澳へ分居した。
四男•安寧は街口西庫に，五男• 安碩の派下は南安県安嶺后村へ，六男•安重
の派下は 9世・延勉で絶戸となった。七男・安義の派下は孫の 9世．勝の時に
街口西堡・魯東に居住し，沙閾の主庵寮・西脚寮・珀頂寮• 海尾寮・蘇庄舗，
および北施の竿頭・前埴・石獅等へ分居した。八男・安頂の派下は沙閾東后村
ヘ，九男・安啓の派下は全員，泉州・安海・恵安へ移住した。六男・清用の系
譜は出外し不明となった18)。これらが現在の簿江派の各分節となっている。
銭江派は，唐秘書丞の施典が唐昭宗の乾寧元年 (894年）に王朝の南渡に従い，
同じく河南省固始県から福建省晋江県前港村（銭江）へ移住したのがその始まり
ある。中秘堂は施典の役職名に由来し，施典は銭江派の始祖となった。前港村
の由来は移住した村の前（北側）を駕鴛港（陽渓の下流）が流れるので，前港と名
付けられた。前港に対して，後れて移住してきた薄江派は， 鴛燕港の南側（後
方）に定着したので別名，后港とも呼ばれるようになった。
第3図に見られるように，施典には 2人の息子がおり，長男の敬敷は長房支
祖となり， 長房派は石夏・紗暦・山局・杏坑・遣 (j;p)姓・西各．后宅・内坑
・古（許）婆庄•福田等へ分節した。具体的に見ると， 第 3図のように 8世・
啓は炉姓村へ， 9世・仁は玉井村へ移住した。 10世・惟悦には 3人の息子がお
り，長男の仲名は石夏村へ，次男・仲徳は后宅村へ，三男・ 仲美は福清県へ移
住した。 14世・添済には 4人の息子がおり，長男・祖は石夏村東頭へ，次男は
安浚県へ，三男・宗は石夏村中伶へ，四男・統は石夏村唐后へ分節した。仲徳
の孫の14世・菊齋は西毒村へ，宗の次男の16世・約は古婆庄村へ分節した。
一方，次男の敬承は二房支祖となり，二房派はその多くが前港村内で分節し
て分居し，現在では八つの分節となっている。その他に后宅・坑尾・披頭・瑶
林・蒲蓉・蘇坑・東暦・ 洋霞等へ移住した。具体的に他村へ移住した系譜を見
ると， 11世・澤夫の長男・可興が埴頭村へ，次男の可進が蘇坑村へ分節し，可
11 
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（出所）施振民「非律濱華人文化的持績」（『中央研究院民族学研究所集刊」第42
期， 1977年4月） p. 194, 施性水・施至徳主編「臨漢施氏族譜』（フィ
リヒ°ン刊行， 1961年），施學吉・施暫渡「臨濃施氏族譜』（台湾で刊行，
1968年）より作成。
第3図銭江派施氏系図
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興の三男は瑶林村へ， 15世・鑑は洋霞村へ分節した19)。これらの村荘には現在
でも銭江派の派下員が多数居住する。
『臨襖施氏族譜」によれば，フィリビンヘ移民した施氏の村荘として，次の
ような村荘名が上がっている18)。①衡口，R銭江（前港），③龍源（龍園，発音が
同じ），④石夏，⑥西苓，⑥坑尾，⑦曽坑，⑧紗暦，⑨大埴，⑩杯頭，⑪観屏，
⑫披（捕）頭，⑬洋霞，⑭前捕，⑮魯東，⑯術口灰客，⑰橋頭，⑱小壊，⑲山前，
⑳后宅， ＠華峰頂寮（坊頭・街庵寮・中新暦・義富寮・獅脚・竹脚）， ＠土地寮，
⑬七甲部分（灰寮・大寮・湖仔寮），＠龍園寮，⑮長房寮，⑯二房寮，＠華美寮，
⑱雪上寮， ⑲旧房東南寮， ⑳后山寮， R蘇庄鋪（舗），＠東后寮， ⑬湖壊寮，
⑭蘇坑，⑮西簿，⑮炉姓，＠亭店，⑱龍園披，⑲杏坑，＠洪浚，＠英暦，＠十
三施，⑬南荘，＠福田，＠石獅，⑯林邊等である。確かに，晋南には第4図に
見られるように施氏一族の村落が数多く分布している。
皿．施氏一族の周辺村落への分化と小宗祠の建立
1. 施氏の村荘と宗祠
筆者は，これまでに晋江施氏簿江派では，①街口村，③橋頭村，③灰客村，
④魯東村，⑥曽坑村，⑥前埴村，⑦大埴村，⑧洪漢村，⑨龍園村，⑩陳店村，
⑪龍埴村，⑫華峯村（土地寮），⑬西薄村（西含），⑭東華村（東后），⑮杵頭村．
⑯蘇庄舗の16カ村を訪問し，聞き取り調査を実施した。晋江施氏銭江派では，
①前港村， ②前港新村（郷）， ③后宅村， ④石夏村 OIUiJト中伶・暦后・劉暦・杏
坑），⑥坑尾村（英美），⑥捕頭村，⑦西塔村，⑧蘇坑村，⑨洋霞村，⑩炉仕村の
10カ村を訪問した。その他に福清施氏簿江派の①福清市龍田鎮（高楼郷）上一村
と福清施氏銭江派の③下一村を訪問した。ということは，計28カ村の施氏村荘
18)銭江派の分化・分節については，前掲「僑郷における同族ネットワークー施氏一族
の分節化と社会主義基層組織と経済建設ー一ー」を参照されたい。施性水・施至徳，前
掲「臨漢施氏族譜』，施学吉・施暫渡，前掲「臨漢施氏族譜」をも併せて参照のこと。
19)施性水・施至徳，前掲「臨襖施氏族譜Jpp. 165~173。
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（出所）施振民，前掲「葬律濱華人文化的持績」と聞き取りにより作成。口は各
派の母村。
第4図晋南施氏一族分布図
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⑥曽坑村の簿江施氏宗祠（世
徳堂）。
①街口村の施氏大宗祠（樹徳
堂）。簿江派施氏の代表的
祖廟。
⑥前埴村の施氏家廟（承徳
堂）。
15 
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⑧洪渓村の施氏宗祠（成徳堂）。
16 
⑦大捕村施氏二房家廟（懲徳
堂）。
⑨龍園村の施氏小祠（紹徳
堂）。
福建における同族結合とその分化（石田） 339 
⑩土地寮の施氏茂諒家祠。
⑪西簿村の施氏茂諒宗祠（恭
徳堂）。
17 
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を廻り，聞き取り調査を行ったことになる20)0 
これらの村荘には，族的結合の象徴でもある大宗祠や小宗祠ないしは家廟が
存在する。現在これらの大宗祠や小宗祠の多くは修復され，祖先の位牌が祀ら
れている。しかし，公式の祭祀はまだ完全に復活してはいない。
例えば，簿江派では①街口村の施氏大宗祠（樹徳堂）を中心に，⑥曽坑村に港
江施氏宗祠（世徳堂），⑥前捕村に施氏家廟（承徳堂），⑦大埴村に施氏二房家廟
（懲徳堂），⑧洪浚村に施氏宗祠（成徳堂），⑨龍園村に施氏小祠（紹徳堂），⑫土地
寮に施氏茂諒家祠， ⑬西簿村に施氏茂諒宗祠（恭徳堂），⑭東華村に八房家廟
（銘徳堂）がある。銭江派には，①前港村の銭江施氏家廟（中秘堂）を中心に，④
石腹村には三つの家廟があり，④ー 1石厘村東頭に齢性施公宗祠（種徳堂），④
-2中伶に施氏宗祠（積徳堂），④ー3暦后に施氏家廟がある。⑥坑尾村には施
氏祠堂， ⑥埴頭村に施氏宗祠， ⑦西毒村に毒江施氏宗祠， ⑧蘇坑村に施氏家
廟，⑨洋霞村に洋江施氏宗祠，⑩炉社村松脚桃分に九架祖祠がある。最後の九
架祖祠は規模でいえば祖庁よりも大きく，祠堂よりは小さい。この九架祖祠は
分節の勢力が拡大すれば祠堂に昇格するものと思われるので，ここでは祠堂の
中に加えた。調査した限りでは， 晋南一帯には施氏一族の祠堂が計19宇存在
し，施氏一族の勢力とその分布状況が窺える。また，福清市龍田鎮上一村には
20)これらの各村荘を訪問して聞き取りを行い，昼食は村で御馳走になった。村では多く
の村民にお世話になったが，ここでは以下の代表者名のみを記し，感謝の意を表した
い。簿江派では， ①街口村の施純民氏， ③橋頭村の施性瀬氏（街口村の施能銭氏が
案内），③灰客村（姓名不詳），④魯東村の施至詮氏， ⑥曽坑村の施性箱氏と施石林
氏， ⑥前埴村の施純智氏， ⑦大捕村の施能化氏， ⑧洪渓村の施清白氏，⑨龍園村の
施純紺氏と施能育氏，⑩陳店村の施能育氏，⑪龍埴村の施能葵氏，⑫華峯村（土地寮）
の老人協会，⑬西簿村＇（西含）の老人協会，⑭東華村（東后）の施性若，⑮杵頭村の
施性炎氏，⑯蘇庄舗の施永全氏，銭江派では，①前港村の施教槌氏，②前港新村の施
学婆氏，R后宅村の施明通氏，④石厘村（東頭・中傍・后暦）の施儀成氏，⑥坑尾村
美（英）の施長安氏，⑥捕頭村の施教蘇氏，⑦西毒村の施閣國氏， ⑧蘇坑村の施順
礼氏，⑨洋霞村の施文標氏，⑩炉姓村の施天束氏と施並顕氏，龍田鎮上一村の高楼施
氏宗祠の施餞順・施亜順・施作揖の各氏である。
18 
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④ -1石厘村東頭の除性施公宗
祠（種徳堂）。
①前港村の銭江施氏家廟（中秘
堂）。銭江派施氏の代表的祖
廟。
④ -2石屡村中扮の施氏宗祠
（積徳堂）。
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④ -3石腹村暦后の施氏家廟。
⑥坑尾村の施氏祠堂。
⑥埴頭村の施氏宗祠。
20 
⑧蘇坑村の施氏家廟。
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⑦西益村の毒江施氏宗祠。
⑨洋霞村の洋江施氏宗祠。
21 
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⑩炉仕村松脚桃扮の九架祖祠。
①高楼施氏大宗祠（簿江派）とその分支・下暦の后門底宗祠， 下一村には③施
氏宗祠（銭江派）があり， 龍田（高楼）施氏は現在も晋江施氏と交流しており，
宗祠内には晋江施氏から贈られた多数の額がかけられている。
次に，調査した村荘（施氏分節）の家譜や廟内の碑文，聞き取りあるいは族譜
から，その分化と移住の歴史，その族的結合の存在形態を以下に考察してみよ
う。
2. 濤江派の分節と移住
① 街口村
衛口村は，既述したように前港に対して后港と呼ばれていた。あるいは南簿
とも呼ばれていた。．薄江二房派の靖海大将軍・施浪が本地から出て大官僚とな
り，ここに役所である「街門」を設け，この衛門の前に市が開け，衛門が市の
入口にあったことから「術口」と呼ばれるようになった21)0 
21)晋南一帯には施姓以外の族も多数居住していたが，施姓が有力者を輩出し，他姓は有
カ姓に迎合した方が何かにつけて有利であるため，施姓を名乗るようになったと言わ
れている。特に，施環将軍は北京から帰省時に街口村付近の家々の軒先に施氏一族で
あることを示す提灯を掲げさせ自己の勢力を誇ったことから，施姓が多くなったとも
言われている。街口村については，前掲「中国における同族組織の展開とその実態
ー福建省晋江県の施氏同族と地縁組織の関係一」と前掲「中国における同族組織
の分節形成と祖庁について一—•福建省晋江県施氏同族組織の分節形成と祖庁について
ー福建省晋江県施氏同族の調査事例一」を参照されたい。
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街口村は解放前までは鎮（マーケットタウン）であり， 現・龍湖郷（のちに鎮に
昇格）の中心地であった。解放前は最も賑やかな所であったが， 術口村は公路
から遠く離れて不便なことから，解放後の中心地は現在の中山街へ移った。衝
口村は約9,500人を擁する大村である。現在，かつての術口村は，行政的に街
口村と南薄村の 2カ村に分割されている。本稿で衛口村という場合には，村民
の意識と同じように旧来のまま一つの村落として扱う。
術口村へは既述したように，柄の次男・英と三男・茂が南簿へ移住したとあ
るが，族譜上では彼らの系譜は見当たらず， 4世の菊逸が衡口村へ移住してい
る。現在では， 6分節に分化し，さらに各分節には祖庁を共有する支派に分化
している。術口村は簿江派の母村であり，後述するように薄江派は術口村から
周辺村荘へ分化していった。それゆえ，衛口村には薄江派を統合する施氏大宗
祠（樹徳堂）が明末崇禎13年 (1659年）に14世・九柿によって建立され， その後
何度も重修されている。
本村出身の華僑・華人の公益事業への投資は非常に盛んで，本村内の学校・
祠堂・村廟・祖庁・道路・橋• 発電所等は彼らの寄付で建設・再建されてい
る。このような公益事業への技資は最近のことだけではなく，解放前から行わ
れており，例えば本村の南僑中学校は解放前に華僑・華人によりすでに創立さ
れている22)。第二次大戦後の1946年にもフィリビン華僑が協力して村廟の定光
庵に南僑中学校を再建している。解放後もこのような公益事業への投資は続
き，本村には地方農村に不釣り合いなほど立派な術口中心幼稚園（かつては施氏
大宗祠内に設けられていたが.1993年に別地に4階建ての園舎が建てられ. 5月に記念式
典を行っている）や街口中心小学校・南僑中学校がある。
R 橋頭村
橋頭村は街口村の分村であり，第4図に見られるように泉園公路から街口村
22)福建省梢案館編「福建華僑桔案史料（下）」（梢案出版社， 1990年） pp. 1415~1419。
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へ入ってくる沿道にある。橋頭村は340余人の小村である。聞き取りによれば．
橋頭村は簿江派長房からの分節であり， 19世・国忠（乾隆33年生～道光1年死，
176時 ~1831年）に本村へ移住した。村内に祖庁は 3公庁と 4公婿庁がある。ま
た，長房の通泉殿から分香した村廟の奉天宮があり， 1991年に再建された。
③ 灰客村
灰客村は衝口村の分村であり，橋頭村と同様に泉園公路から街口村へ入って
くる沿道にある小村で， 橋頭村よりは街口村寄りに位置する。灰宮村は四房
からの分節である。灰客村の位牌を祀る祖庁は解放後も街口村四房にあり，死
者の命日には術口村の雷公扮や紺錦扮の祖庁へ出かけていた。ところが， 1958
年の迷信打破運動により位牌が撤廃されることになり，各家では祖庁から自家
の位牌を持ち帰った。その後，祖庁は自然崩壊したので，位牌を祖庁に戻すこ
となく， 現在でも各家に祀っている。 というのは， 灰客では祖庁をまだ建設
しておらず，独自の祖庁がないからである。灰客村の戸数は約70戸で， 1948
年に編築された『港海施氏家譜』があり，灰客村は15世・諸担から分節してい
る。村内には村廟の鎮漢館がある。
④ 魯東村
魯東村は衝口村の北隣に位置し，衛口村四房と二房からの分村である。施姓
の90%以上は四房からの分節で，四房派下の祖庁は 7庁ある。二房派下の祖庁
は2庁，七房派下は 1庁である。具体的には四房では洋按公派下 1庁，雷公
3庁，蘇内公3庁である。二房派下では祖庁が崩壊したので，一緒に位牌を祀
っている。 1970年代には祖庁を建立し，街口へ行かなくなったが，まだ街口村
に祖庁を持つ人もいる。
本村の戸数は約200戸で人口は1,086人である。本村は本来，陳姓の村であり，
陳姓は15年前に深渥へ引っ越して現在はゼロである。その他の姓としては尤姓
(1除戸）．癖姓 (7~8戸）・察姓 (2戸）・黄姓 (3戸）がある。
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本村は上社・中社・下社の三つの角路に別れ．上社には上帝公廟，中社には
聖王公廟，下社には三王府廟（黄王府・順王府・番王府）があり，村全体の廟とし
て観音宮仁寿堂と土地公廟がある。姓構成では四房の多くは下社に，二房の多
くは上社と中社に，陳姓は下社にいたが，流出したことはすでに述べた。尤姓
は中社に．爾姓は上社に．察姓は下社に，黄姓は中社と下社に分住している。
本村の三王府廟は陳姓が祀っていた廟であり，現在では下社の人達で祀られて
いる。
⑥ 曽坑村
曽坑村は石獅市の中心から西方へ延びる公路を少し走った所に位置し，非常
に立派な施氏宗祠（世徳堂）がある。世徳堂は1988年10月に外国在住の同族の援
助により再建され，重建記念式典を行った。 1988年夏に筆者が訪問した時は香
港を始めとした外国在住の同族の寄付により重建中であったが， 1989年春に訪
問した時には立派に完成しており，祭壇には数多くの位牌が祀られていた。そ
れらの位牌は外国に居住する同族の位牌であり，本廟重建のために寄付した人
達である。また，宗祠内には曽坑村村民委員会の躾公室が設けられ，計画生育
に関する一人っ子の実態を一覧表にして壁に貼ってあった。
曽坑村の施姓の大部分は徊口村旧房からの分節であり，特に旧房二と旧房四
の派下である。
⑥ 前埴村
前捕村には， 数多くの家譜が所蔵されている。順不同に紹介すると，『旧房
永貞公長房派下私譜甲本』 (5巻）「旧房永貞公三房二派下公譜集合本」『前哺
郷旧房永貞公長房派下公譜』『前埴郷旧房公譜永貞公長房派下私譜』『前哺旧房
永貞公三房五派下公譜之甲本」『前埴旧房永貞公三房五派下公譜之乙本』『守忠
公派下長房公譜』『萬安公派下館内伶公譜』『萬安公派下二房伶公譜』『前哺郷
萬安公二房派下公譜（甲）本』『前哺郷萬安公二房派下公譜（乙）本』「前埴郷萬
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安公派下四房伶」『前埴郷萬安公派下雪上伶公譜」『十九世國腋公派下公譜」の
14種類であり，発行年は全て民国33年(1944年）の重修となっている。これらの
族譜から前埴村の施氏は 7世・旧房永貞（端）派下と 6世・萬安（演民）の次男
7世の二房安同派下であることが判明する。前埴村には施氏家廟（承徳堂）があ
る。
承徳堂は宋代に建立され，民国33年(1944年）に重修された。近年では1988年
11月に莫基を行い， 1990年2月27日竣工し再建された。大宗祠の樹徳堂にはま
だ位牌が祀られていないが，小宗である承徳堂の祭壇にはすでに数多くの位
牌が祀られている。小宗は規模が小さいため派下員の関係は親密であり，大宗
に比してまとまりやすく，位牌安置もスムーズに進展したものと考えられる。
前埴村の族譜を所持している老農の話によれば，本村の施氏は明代中期に13世
の惟陽公が前埴村へ移住したのが始まりであるという。その子供達は紗坑へ移
住したりして，清代乾隆年間に漸く前埴村に定住した。
⑦ 大捕村
大埴村の戸数と人口は300余戸で1,500余人であり，そのうち施姓は約230戸
で800余人である。施姓以外には王姓と何姓・ 戴姓とがおり，王姓には祠堂が
ある。 1955年の初級合作社設立においては 3社が成立し，これが各姓毎に成立
したのかどうか聞き漏らした。高級合作社は大埴村に 1社が成立し，人民公社
化では龍湖人民公社下の新豊生産大隊となり、大隊には12の生産隊が組織され
た。そのうち 4生産隊が施姓の生産隊であった。しかし，村内の人口構成では
施姓が絶対多数を占める。村には同治年間に建立されたとする凌臀古地（玉皇三
太子を祀る）があり， 1978年に修復されている。
大捕村は衡口村二房からの分村で，村内には施氏二房家廟がある。また，施
姓の廟として玄天上帝と三王爺を祀る保安殿がある。施姓の祖庁は合計13~14
庁もある。本村の施姓には「温陵晋邑台峰施氏水櫃房家譜」（甲）， 『温陵晋邑
台峰施氏水櫃房家譜」（乙）， 『温陵晋邑台峰里薄海施氏家譜』 (1930年）， 『台峰
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施氏水櫃房世苑派下家譜」 (1930年）といった族譜があり，水櫃房世苑とは 9世
・延廣（赤埋）のことであり，墓が南赤埋山穴にあるためこのように呼ばれる。
それゆえ， 水櫃房伶は 10世・徳仁以下の派下である。第5図に見られるよう
に，大補村の施氏には下新暦と頂新暦の二分節がある。
6世
7世
8世
9世
10世
1世
12世
13世
14世
15世
16世
廷昭（赤蝦）
従會
17世 公△世芳△世鵬△世苑
l 
暦
（出所） 『温陵晋邑台峰施氏水櫃房家譜』（甲）（乙）より作成。口は開基祖や分支祖
であり，以下の図においても同様である。
第5図大埴村施氏系譜
⑧ 洪淫村
洪渓村には22世・ 施至涯題「薄淫施氏七家伶私譜」 (1956年重修）があり、本
族譜は宋紹興29年 (1131年）に作成され， 以後何度も修訂されている。この私
譜によれば洪渓村の開基祖は 4世の四郎である。四郎は宋寧宗開轄年間 (1205
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年~1207年）に簿江派の菊逸と一緒に河南省固始県から南下し，晋江県洪築村へ
定住した。「温陵晋邑十七都洪漢施氏家譜」 より作成した第6図によれば， 四
郎には 4人の息子がおり，長男・致敬の系譜では 8世・舜博が安淫県大洋依仁
里に移住し， 10世・希徳は晋江県安海へ移住した。次男・致政は本村の浚壊伶
と頂暦扮となり，三男・ 致便は本村の尾塘伶・長房扮・ニ房伶・三房伶• 四房
扮（一家伶・六家伶・七家伶を含む）となる。「家譜」 には 「四男・致使は 7歳の
時に衡口村へ出嗣し，改めて宣義と名乗り，菊逸がその父となる」とある。こ
のことから，菊逸の次男・宣義は徊口村の 4 世• 四郎の四男であり，菊逸の子
・翼合全の系譜が断絶していることから，衝口村の薄江派の系譜は全て洪淡村の
系譜が継承し，現在まで存続したことになる。 この点は「施氏族譜」には記載
されていないが，上述の私譜には記載されている。簿江派施氏の主流の系譜は
洪撲村から出ており，村民達はこの点を誇らしげに説明する。
4世
5世
6世
7世
8世
9世
??????
（?
贔匝ぃt
ヘ
?????
致敬安安
淡悔
IRきl直
’‘’‘ へへ
?????
彬卿闊△猷卿嘉 A振卿嘉 A宦卿覇
（出所）施至涯『簿淡施氏七家伶私譜』 (1956年重修）より作成。
第6図洪深村施氏系譜
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洪漢村には施氏宗祠⑮凜i堂）があり，祭壇には数多くの位牌が祀られてい
る。「洪漢成徳堂重建碑記」によれば，成徳堂は清代雅正丙午年 (1726年）の15
世時に建立され， 後に火災にあって， 道光申午年 (183婢三）に18世・継源によ
り重建された。その後も， 民国13年 (192峠;)にフィリビン華僑により重建さ
れ，最近では1988年農暦 2月4日に旧地に起建し， 1990年農暦 3月5日に完成
した。現在，成徳堂には洪浚村老人協会が設けられ，堂内には第2表のような
老人会の会計簿が貼られている。このように祖廟内に老人会が設けられている
のは老人福祉のためであるが，祖先崇拝が迷信行為であるため，老人会が祖廟
を運営して上からの圧力を逸らせる狙いもあるからである。
第2表洪漢村老人協会収支表
，支
収、入 l
出
． 
目 1金額ぽ）
前期繰越し 16,950 出張旅費 131. 5 
性 山 3,000 修理費 591. 5 
天 500 その他 588.9 
俊 龍 1,000 給 料 225 
至 森 500 『人設農 5,459 
天 賜 （香1港,0ド0ル0） 次期繰越し 14,954.1 1,000(香港ドル）
計 1,0201(香,9港50ドル） 計 1,0201(,香9港50ドル）
出所）洪漢村老人協会 (1993年1月20日）の公告より作成。
⑨ 龍園村
公告では次期繰越しが14,954.9元となっていたが，計
算が合わないので，修正した。収入項目の性山～天腸
は寄付者名である。
現在の龍園村は周辺の自然村の西湖村を含む行政村である。龍園の戸数は
約600戸，人口 2,900余人，耕地面積 1,200畝であり，この地域の特徴として人
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②龍園村二房伶の欽王爺廟。
30 
①龍園村長房扮の糞章蘇鄭府
廟。
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④龍園村新暦扮の（康劉）馬王
府廟。
⑧龍園村旧暦伶の李王府廟。
⑥龍園村前暦扮の七王爺廟。
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口に比して耕地が少ない。
龍園には「港海三房施氏家譜系』（壼巻・戴巻）と『薄海龍源國寛施公派下家
牒』がある。『簿海三房施氏家譜系」の中に「温陵晋邑簿海三房施氏家譜牒」
があり，その系譜を整理したのが第7図である。龍園村は第7図に見られるよ
うに， 6世・済民（萬安）の三男の安廣（恢齋）が龍源（園）へ移住したことに始
まる。
本村には祠堂の施氏小宗（紹徳堂）がある。また，紹徳堂の片隅に村廟の四王
公館があり，四王公を祀っている。同族の祠堂内に村神が祀られているという
7世
8世
9世
10世
1世
12世
13世
14世
15世
16世
17世
廷偉
?
籠芳
應響
安廣（恢齋）
敏
東
匪頭△廷旭
｛分
文穂二 △添玉琶
房房
三治
良柱
鮪源
愈博
一部が
世日陳店へ
18世 △士宜
（世照へ出嗣）
19世 囚こ;-l国向 A国飲 A国讀 A国寛
（出所） 「薄海三房施氏家譜系』（壱巻，戴巻）の「温陵晋邑簿海三房施氏家譜
牒」と「薄海龍源國寛施公派下家譜牒Jより作成。
第 1図龍園村・陳店村施氏系譜
士莞
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ことは，血緑と地縁とが一体化していることを物語っている。本村からフィリ
ビンヘ移民した施姓は紹徳同郷会を組織し，村廟の龍瑞殿を建立して村から携
帯していった四王公を祀っている。
龍園村は第7図に見られるように， 8世・敏に 4人の息子がおり，次男の 9
世・廷旺が東頭伶に，四男の 9世・廷顕が西頭伶に分節した。廷旺には 3人の
息子がおり，東頭伶はさらに①長房， R二房， ⑧三房に分節したが， ⑧三房
(4戸）は海尾龍園寮へ移住したので， 現在は存在しない。西頭伶は④旧暦，
⑥新暦，⑥前暦に分節し，現在，龍園村には①長房， ②二房， ④旧暦， ⑥新
暦， ⑥前暦の 5分節が存在する。各分節にはそれぞれ2庁， 1庁， 1庁， 2 
庁， 1庁の計8祖庁がある。
ところで，分節は地域単位の角落（路）ともなっている。 具体的に見ると，
各分節に地域神を祀る廟があり，同族の分節単位と地域神を祀る廟が一体化し
ている。例えば，①長房に襲章蘇鄭府，③二房に欽王爺，③旧暦に李王府，④
新暦に馬王爺，⑥前暦に七王爺の各廟がある。この中の二房と新暦，前暦の各
分節は陳店へ移住している。
本村からはフィリビンヘの移民が多く，小学校の恢齋学校はフィリビン華僑
・華人からの寄付によるもので，農村の小学校としては立派な設備である。第
7図から判明するごとく，校名の恢齋は開基祖の安廣（恢齋）からきている。
⑩ 陳店村
陳店村は龍園村の隣村で，龍園村と同じ 7世・三房の安廣（恢齋）の系譜であ
る。前出の第 7図によれば， 16世・肇榮頃珊礼4年生～乾隆1個三死， 1675年~1745
年）の長男•世日傭t熙37年生～乾隆15年死， 169昭三~1750年）の一部系譜と世照の
全系譜が陳店へ移住したのが始まりである。それゆえ16世・肇榮は陳店施姓の
開基祖となる。陳店村にはかつて張姓・曽姓・林姓・許姓・郭姓が居住してい
たが，現在では曽姓 2戸と許姓 1戸のみとなっている。
陳店村には祖廟として相江公館（相江公）• 四王府・三代巡（応答では三王爺）
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がある。本来，四王府と三代巡は張姓祠堂内にあり，現在この建物を建て替えて
四王府と三代巡を祀っている。それゆえ，中央には張公娼の霊位が祀られてい
る。陳店村には西頭伶（龍園西頭扮と新暦伶，村の東辺），路溝扮（東頭扮二房，村の
中心），引西伶（東頭伶二房，村の西辺）の三分節があり，各分節には祖庁がそれぞ
れ2庁・ 1庁・ 2庁がある。同様に，各分節には地域神を祀る廟があり，西頭
扮と路溝伶には共同で祀る天竺庵（観音菩薩）があり， 廟内には道光30年 (1850
年）に建立された碑文が残っている。引西伶には二つの公娼庁があり，一つの
公娼庁には讃登堂と名前が付けられている。
⑪ 龍捕村
龍哺村は龍園村より歩いて約30分程かかる距離にある。人口は 800余人で，
施姓が700余人，劉姓が約100人である。劉姓は施姓との姻戚関係により後に本
村へ移住してきた。本村は龍園村からの分村で， 施姓は 17世・世疇（康熙19年
生～乾隆21年死， 168吟こ~1756年）に士診・士試・士輸・士軟・士略・士輯の 6人
の息子がおり，長房・ニ房・ 三房・四房・五房・六房の 6分節に分化した。龍
園へ移住した二房と六房を除いて各房はそれぞれ一つの祖庁を持っている。村
には村廟としての黄王爺館（福霊殿 1982年修復）と関帝廟がある。 関帝廟は壊
れたまま，いまだ修復はなされていない。
本村には「龍捕施氏士診公派家譜牒」と「龍捕施氏士診公派家譜図』 (1985年
重修）があり，「文伯公一房派下宗支図」によれば，その系譜は第8図のごとく
である。龍捕村の施姓は10世・添玉（文伯）派下で，既述したように17世・世疇
には士診（康煕43年生～乾陥53年死， 1704年~1788年）・士試・士輸・士軟・士絡．
士輯の 6人の息子がおり，二房の士試と六房の士輯は龍園へ移住した。
⑫ 土地寮（華峰村）
深渥鎮土地寮は第9図に見られるように，蘇庄舗の16世・志裕の三男， 17世・
世語が土地寮へ分節した。土地寮には施氏茂諒家祠がある。現在，この建物は
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添玉（文伯？）
干殿
愈猛△宜英
止
華猷
匡~(麟）龍捕村へ
感
?
干藩
潮州へ
名揚
振猷
干国
先揚
偶英止
18世 △士輯 △士絡
龍園へ
（龍園二房へ出嗣）
士軟 士阜酋 △士試 △士診
龍園へ
（出所） 「龍埴施氏士診公派家譜牒』 (1985年重修）と『龍捕施氏士診公派家譜
図』 (1985年重修）の「文伯公二房派下宗支図」より作成。
第8図龍埴村施氏系譜
華峰村老人協会に利用されており，どこの農村でも同じであるが，中では老人
達が大勢で麻雀をしていた。また，系譜を調べるために族譜を見せてもらうこ
とになったが，丁度その管理者が不在で詳細な関係を調べることができなかっ
た。家祠の壁には第10図のような「保管禁約」の碑文ははめ込まれており，こ
れは民国36年 (1947年）に「宗祠建愕委員会」によって造られた。そこには，宗祠
が祖先の霊を祀るためにあり，そのため堅く規律を守ることを要求し，これを
犯すことを厳禁している。もし禁約を破れば，保管人が糾正し，処罰する旨が
書かれてあり，同族にとっての宗祠の重要性を窺うことができる。
土地寮は海に面し，ここには海神を祀るかなり規模の大きい鎮海宮があり，
廟前には大きな神船を祀っている。現在この神船が老朽化したため，各地から
募金を集め新しい神船を建造中である。
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（魁達）
世讀
恭（茂諒）
現（敦毅）
匠△守俊△守會△守賢△則仁
西含へ，一部は寧波へ
訓三（魁澤）
居燿△厘亘l△居振△居連
蘇庄舗 X X 
齊雄新郷へ
恒△世謙△世詳
土地寮ヘ
（出所）西含にある茂諒公宗祠（恭徳堂）内に貼られてあった系譜を筆写。
第 9 図蕪庄舗•土地寮・西含（西薄村）施氏系譜
⑬ 西溝村（西含）
西薄村は，第 9図に見られるように渇江派館内扮の開基祖である 9世.~ 昆
（敦毅）の五男の守傑（則信）を開基祖とする23¥
ここには1953年に旅非西薄，すなわち本村からフィリビンヘ移民した同族が
建立した茂諒公宗祠（恭徳堂）がある。茂諒は 7 世• 安證の三男・恭の号であ
り，派下は安海・泉州・金井・石獅・前埴．粁柄・街□・西含・ 竹脚寮・赤下
寮・中寮・ 灰寮・土地寮• 海鳴寮・壊上寮・大寮・湖仔寮•海坑寮・東后・蘇
庄舗，后山寮・ニ房寮・下長房寮・十三施等の20余村荘に分居した。茂諒の三
男・宜伯（現）には 5人の息子がおり，長子の則仁の派下は絶戸となったので，
:23)西海村の聞き取りでは，現を雪上伶としているが，族譜上では，雪上伶は桁の系譜で
ある。
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第10図 土地寮施氏茂諒家祠内にある碑
文「保管禁約」。口は不明字。
守賢・守曾・守俊・守傑の 4人が残った。四男の守傑は西含村へ分節し，西含
派の開基祖となり，すでに400年の歴史が経過した。 20世紀中頃， 21世の施修
活が茂諒公宗祠（恭徳堂）の建立を建議し， フィリヒ。、ノ華僑の施至哄がこれを支
持して，僑親に寄付を募り，民国37年(1948年）に建立した。この40数年間で破
損が酷くなり，祭祀輪番の施漢青がフィリビン華僑と香港華僑の施至壊を引き
連れて巨費を募り， 1990年に重修し， 661の位牌を祀るようになった。
??
東華村（東后）
東華村は旧名を東后といい，深涎鎮に属する。『施氏宗譜』 (1991年重修）によ
れば，萬暦元年 (1573年）春正月望日に12世・施克達により「三房中之七房八男
字永銘生茂貢住沙南東后三為三房中之八房也其第九男則出外失虞」と記されて
おり，東后は第1図に見られるように，
開基祖とする。八房は東后のみであり，
7 世•安頂の八男（八房）・郁（茂貢）を
ここではそれ以上の分化は見られな
い。
東華村は施姓だけの村ではなく，他姓も混住しており，施姓は約180余戸で，
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済民（萬安）三房
安頂（永銘）八房
直］（茂貢）東后ヘ
珍 端員
期賢 景和
越 文清
英鳴 進慶
有典人有通人有道人有連 有容
（出所） 「施氏宗譜」 (1991年重修）より作成。
第1図東后（東華村）施氏系譜
仲
尚
莞
有恒
全戸数の約80彩を占めている。本村の施姓は分節することなく，戸数も少ない
ので，非常に団結力が強い。例えば， 1992年に修理した八房家廟（銘徳堂）は祖
庁をも兼ねており，村内に施姓の祖庁はここ 1カ所しか存在しない。確かに，
八房家廟内には棺桶が安置され，祖庁の役割を果している。本村民に「宗祠は
あるか」 と質問したところ，「宗祠はないが家廟ならばある」という応答があ
り，村民は宗祠と家廟とを明確に区分しているようであり，宗祠は家廟の上位
に位置する祠堂と考えている。現在， 家廟には位牌を祀っており， 解放後も
翰林牌（進士となった者の位牌）を祀っていたが， 1967年に文革により喪失した。
また，本村民は解放前まで街口村の祖先祭祀に参加していた。
⑮ 秤頭村
抒頭村には，『施氏族譜』 (1988年）の「海海施氏杵頭村萬安公二房九耳伶十六
世祖慶遠公派下重修家譜面（序）」があり， それによれば杵頭村は簿江派二房・
安同の系譜であり， 16世・慶遠の系譜を継ぎ， 21世・修頂（清代道光丙申～光緒
丁亥， 1836年~1887年）を開基祖としている。 これを図示したのが第12図である。
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ぷ
宛
中逹
維昂
良秀△良策
慶培△慶増
世椀 △世椿
士榮
國陽
光提△喜媛
21世 △修齊△厘亘］△修鋤△修敗△修板
粁頭へ
361 
（出所） 『施氏家譜』（「簿海施氏杵頭村萬安公二房九耳扮十六世祖慶遠公派下重
修家譜（序）」1988年）より作成。
第12図杵頭村施氏系譜
本村に祠堂はない。
⑮ 蘇圧舗
金井鎮蘇圧舗は簿江派館内伶に属し，第 9図に見られるように 9世・現
（敦毅）の五男の守傑（則信）が西含（西簿村）へ分節し， その一部は浙江省寧
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波へ分節した24)。蘇圧舗へは14世・居科が蘇圧舗新郷へ，同じく 14世の居福が
蘇圧舗溝頂へ分節したのが始まりである。蘇圧舗に祖庁はあるが，祠堂はな
く，彼らは現在も西薄村の茂諒公宗祠（恭徳堂）の祭祀に参加している。
3. 銭江派の分節と移住
① 前港村
前港村は既述したように，銭江派の母村であり，第3図のごとく 1世の典が
唐昭宗の乾寧元年 (89婢a)に王朝の南渡に従い，同じく河南省固始県から福建
省晋江県前港村（銭江）へ移住したのがその始まりである25)。現在， 前港村に
は8分節があり，各分節の下にはさらに祖庁を共有する支派がある26)。本村に
は銭江派を代表する銭江施氏家廟（中秘堂）があり，これは 8世・夢説によって
建立された。銭江施氏家廟も街口村の施氏大宗祠と同様に，完全に修復されて
祖先の位牌を祀るまでにはまだ到っていない。また，村内には村廟の真如殿が
あり，玄天上帝を祀っている。 1993年春に調査したおり，村民達は代表を玄天
上帝の故郷である湖北省武嘗山に派遣し，その代表達が村に帰って来る際，盛
大な歓迎式典を行い，付近の村荘を練り歩くといった行列に出会った。その規
模は数キロに及ぶもので，村の団結力を見せつけられた。
R 前港新村（郷）
前港新村は戸数105戸， 420人で，フィリピン・香港等へ出かけている外地の
人を加えると約500人となる。
前港村から本村へ移住したのは観音庁伶 (27世・閣村）・南示尾伶（引東）・
新暦扮の 3戸である。村には族譜がないので， 第何世の誰の時に分節したの
24)蘇庄舗の聞き取りでは，現を雪上扮としているが，族譜では館内扮であり，雪上伶は
｝行の系譜である。
25) 26)銭江派や前港村の分節については，前掲「僑郷における同族ネットワークー一＿施
氏一族の分節化と社会主義基層組織と経済建設一」を参照されたい。
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か不明である。現在は后角伶と西庫扮を除く， 前港村の他の支派が移住して
いる。
村には六姓府（その一祭神に施王府がある）を祀る村廟の金山殿がある。これは
金井洋霞村付近の南江村（溜江）に祀られ， 前港・石夏・前港新村・坑尾・后
宅・洋霞を巡回する暫会である。 1941年まで六姓府を祀る廟宇はなく， 個人
の家に祀っていたが，民国30年 (1941年）に金山殿を建立した。そして，共和27
年 (1975)にフィリビンと香港からの捐金で重修された27)。本村は前港村から
の分村であるため，前港村の村廟，真如殿の祭神である玄天上帝を故郷の湖北
省武嘗山へ里帰りさせる行事にも，本村から参加した。村民の子弟は1988年ま
では前港村の尊道小学校に通学していたが，華僑・華人の寄付により村内に尊
道分校が建設された。
⑧ 后宅村
后宅（厚澤）村は， 族譜上では第 3図に見られるように前港村の銭江派長房
派下11世の仲徳が分節し， 3代後の14世・菊齋が西毒村に分節している。とこ
ろが， 1993年元月 3日に建立された厚澤頂腹園祖庁重建委員会による「頂夏園
祖庁重建簡史」によれば， 15世・源（膜浩）が厚澤へ移住したとあり，異なる。
后宅にはフィリビンを始めとして台湾・香港・シンガボールからの寄付金に
より，壮大な典の墓・典公陵園が建立されている。典公陵園の敷地は本来，前
港村の土地であったが，解放後の土地改革により后宅村の土地となり，典公陵
園を建設するために前港村へ再び返還されたという。厚澤小学校も華僑・華
人の寄付により立派な校舎を建築しており，村には村廟の賓山宮があり， 1982
年に重修され，保生大帝を祀っている。
⑧ 石夏村
石夏村は，施姓と劉姓の 8自然村で構成する村である。人口は 4,500人で，そ
27)前掲「施氏宗譜』。
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の内訳は施姓が約3,300人，劉姓が約1,200人の大村である28)。村幹部の応答で
は，本村からはフィリビンに2,000余人，香港に800人近く，マカオに200人近
く， その他シンガポール・オーストラリア・カナダ・アメリカの各地に約200
人が移民しており， 台湾には2,000余人が移民している。劉姓は明洪武 2年
(136碑）に，施姓は明洪武 3年(1370年）に石夏村へ移住して来た。
村内は東頭・中伶・ 暦后・劉暦・杏坑の自然村に別れている。部落内の角路
と祖庁との関係をみると，東頭の戸数は約400余戸で，三房・三房新村・中角
• 長房・腹門井といった角路があり，各角路にはそれぞれに 2庁， 1庁， 2 
庁， 2庁， 1庁，計8庁の祖庁がある。中扮は約130戸で角路は三つあり，外
埋に 1庁，十柱に 1庁，下扮に 1庁の計3庁がある。暦后は 300余戸で角路は
四つあり，祖庁は暦前に 1庁，上下五房（約150戸）に 1庁， 六房に 1庁，紅坑
に1庁の計4庁，劉暦は約70戸で角路が5個あり，祖庁は中角に 1庁，前暦伶
に1庁，南角に 1庁，三伶頭に 2庁，松脚に 1庁の計6庁，杏坑は50余戸で，
まだ祖庁はなく位牌を各家に祀っている。
村には村廟として玄天上帝を祀る茅山宮があり，各部落にはそれぞれの廟が
ある。東頭には李阿爺館と照阿爺館，中扮には黄王府館（黄子爺），暦后には飛雲
殿（城陸爺），劉暦には保安殿（朱・順・李の三爺）と新劉新安館（三太子と七代巡），杏
坑には呉王府館がある。後述するように東頭・中伶・暦后は施姓の部落であり，
劉暦は劉姓の部落である。杏坑は東頭と暦后から分節した施姓の部落である。
石腹村杏坑には明代に建立されて 500年近い歴史を持つ閻君公廟（正式名は石
厘渓尾宮保安堂）があり， 毎年農暦7月4日（閻君公の生誕日）には普度節（中元
節，日本の孟蘭盆会のこと）が催され， 近隣30~50華里 (15~25km)から数千人が
参拝し，焼香をする。近年は帰郷した華僑や華人により芝居（歌仔戯）が打た
れ，年度によって異なるが，歌仔戯はある時に 1週間，ある時は11日間，ある
時は14日間奉納された。この廟の由来を「石腹揆尾宮保安堂重修記」から見る
28)晋江市龍湖僑聯会「龍湖僑郷J(1992年8月31日発行） p. 63. 
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普渡節（中元節，孟蘭盆あるい
は孟蘭盆会）が行なわれた石厘
村杏坑の閻君王（閻魔）廟。大
勢の参拝者で賑わい，屋台の店
までが出ている。
農暦7月15日に地獄の門が開く
ので，親族の死者を地獄から助
けるために祈る。その横で道士
が経を読む。
供物を入れた籠を担いでやって
来た参拝者。圧倒的に女性が多
い。
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と，道光27年 (1847年） 7月に廟が壊れ，四堡紳誉が集まって相談し，同治 6年
(1867年）に重修をしている。光緒 7年 (1881年）と10年 (1884年）にも修理を行っ
ている。
村には初級中学班を持つ完全小学校（光復学校）と幼稚園があり， 小学生480
人，初中班280余人，園児160人が学んでいる。現在，龍僑中学を建設するべ
<, 70余畝の土地を準備している。
前港村から石夏村への分節は，族譜上では銭江派長房の14世・添済に始まっ
ている。しかし，聞き取りで興味のある話しを聞くことができた。応答では，
石夏村の開基祖は14世の添済であり，彼は明洪武3年 (1379年）に河南省固始県
より直接石腹村へ移住した，銭江派とは別の一支派とのことである。その理由
は同じ銭江派でありながら，第1表のように石厘村中伶の排行字は銭江派の排
行字と異なっていることからも窺えるという。
第3図のごとく添演には 4人の息子があり，長男の祖は東頭，次男の熊は安
淡県へ分出し，三男の宗は中暦，四男の統は暦后に分節した。石夏村に留まっ
た三分節は石腹村東頭に齢性施公宗祠（種徳堂），中伶に施氏宗祠（積徳堂），暦
后に施氏家廟とそれぞれ祠堂を建立し，三者の関係は非常に悪かった。清代に
三派は激しく械闘をし，東頭と暦后は銭江派の母村である前港村を頼り，こと
があれば前港村へ逃げた。一方，中伶はもう一方の勢力である術口村を頼り，
衝口村へ逃げた。それゆえ，中伶の木牌は衝口村にあり，解放後に木牌が撤去
されるまで中伶は街口村の一角に位牌を祀っていた。そして，彼らは衛口村の
港江派の祭祀に参加した。 1946年~48年の大械闘時には衝口村は中伶に加担し
て助け，結果的には簿江派と銭江派の械闘に発展し，両派が入り乱れて武闘を
し，晋江県一帯に拡大した。
現在もこの時の械闘の凝りが残っている。それは福建省へどちらが先に移住
したかという主帳に表れている。既述したように，銭江派の典が唐昭宗乾寧元
年 (89峠三）に前港村へ移住した。そして，簿江派は宋代に福建省福清県高楼郷
から后港（街口）へ移住した。ところが， 薄江派の主張では， 既述したように
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唐代に施俊が河南省光州府固始県から福建省建陽県麻沙界首村へ移住し，唐偲
宗の光啓 3年 (876年）に福建省福清県高楼郷玉井へ移住し， 4世・菊逸が術口
村へ移住した。それゆえ，福建省へ入ったのは簿江派の方が17年早いという。
⑥ 坑美村（英美村）
坑美村は戸数が180余戸，人口が885人の小さな村である29)。坑美村は前港村
后角伶の18世・徳の派下が移住した。本村の施氏祠堂は乾隆58年 (1793年）に建
立され，近年では1989年に重修された。本村の村神は玄天上帝である。現在，
廟宇としての真武殿がないので，祠堂内に玄天上帝を祀っている。銭江派の母
村である前港村の村神も玄天上帝であったので，前港村からの分香かと質問す
ると，そうではなく石獅宝盛山の虎紬寺の分香であるという。とすれば，前港
村の玄天上帝も虎紬寺の分香かもしれない。
⑥ 浦頭村
捕頭村の人口は 1,200余人で，フィリヒ°ン・香港・マカオ・台湾・シンガポ
ールには華僑・華人が1,300人以上いる30)。埴頭村には『温陵晋邑銭江施氏二
房扮支埴頭譜牌」（民国13年）があり，その中の「温陵晋邑銭江施氏二房伶支哺
頭派家譜始祖典公至五世有慎公譜牌生支圏」によれば，埴頭へ分出したのは第
13図のごと<'11世・澤夫の長男・可興となる。ということは埴頭村と蘇坑村
との開基祖は兄弟ということになる。ところが，哺頭村が所持する家譜と後述
する家譜とが異なっている。後出の蘇坑村の第15図のごとく，可興・可進以下
の系譜は同じであるが，上の世代の排行が異なっている。これは非常に興味あ
る点である。
埴頭村には 114年前に建立された施氏宗祠があり，これは解放後に小学校と
29)前掲『龍湖僑郷」によれば， 1992年の人口は854人である。 p.49. 
30)同上書， p.31. 
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11世 △澤夫
匝捕頭村へ
格祐 △匿酎瑞林村へ
14世 △高廉 人高峯 人高標下暦派
広東へ
15世
16世 に
17世 敦遠 敦本
18世 突素
19世 顕榮
20世 鵬漢
21世 ぷ玉亨
出所）「温陵晋邑銭江施氏二房扮支捕頭派譜牒』（民国13年）より作成。
図13 捕頭村施氏系譜
して利用されていたが，現在では別の場所に哺頭小学校を建設したので，老人
会の施設として利用している。宗祠はまだ未修理のままであるが，すでに祭壇
には位牌が祀られている。
・ ヽ1.-ヽ
⑦ 西毒村
西塔村には， 18世・施元郎「毒江施氏大宗譜」（巻ー～巻五， 1990年）があり，
家譜によればその系譜は第14図のごとくである。西毒村の開基祖は14世の菊齋
であり，西塔村は簿江派と混住していると聞いていたが，村民の大部分は銭江
派であった。 しかし， 何故毒江派が独自の排行字を設けているのか不明であ
る。識者に聞けば，毒江派は必ずしも銭江派ではなく，銭江派が本地の有力者
として一大勢力を築き上げたので銭江派に属したが，本来は独自の派であった
という。すなわち，在地の有力者に擦り寄って，身の安全を守ったということ
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10世 惟悦
11世 匝 匝△仲美
石履村へ 后宅村へ福清県へ
12世 均錫
13世 榮 華 △寓
14世 匿酎西苓村へ
15世 △源興 △源肇 △源祐 △源数 △源振 △源泰△源輝 △源燿
出所）施元郎 (18世）「益江施氏大宗譜」巻ー ～巻五， 1989年。
図14西呑村施氏系譜
である。
西毒村には1989年に再建された 2階建の立派な毒江施氏宗祠がある。毒江施
氏宗祠は清代康熙甲子年 (1684年）に先人の威光を賞揚するために建立され，清
代嘉慶戌辰年 (1808年）に16世の士浩が修理を行った。ここの祭壇にもやはり位
牌が祀られている。
⑧ 蘇坑村
蘇坑村には， 『温陵雷山施氏毅山公分支五房長房家譜』（光緒17年，民国17年重
修），『温陵雷山施氏毅山公分支五房家譜j(光緒17年，民国17年重修）， 『雷山施氏
家譜」（光緒17年，民国17年重修），『温陵雷山施氏長房家乗』（光緒17年，民国17年重
修）等の 4種類の家譜がある。これらの家譜には，「始祖建勲公於唐季應詔偕王
審邦南都入閾靖風愛酒卜宅子泉南雷山之麓名其里日蘇坑」とあり，蘇坑村は唐
代に始祖の建勲が泉州南部の雷山の麓へ移住したことに始まる。『温陵雷山施
氏毅山公分支五房長房家譜」と『温陵雷山施氏毅山公分支五房家譜』により作
成したのが第15図である。
ところが，『銭江施氏族譜』によれば， 蘇坑村への分節は， 11世・澤夫の次
男・可進に始まり，可進が開基祖となっており，第15図では可進は 9世とあり，
2世代ずれている。 また，後出の第17図と比較すると， 同様に2世代ずれて
おり，しかも第15図では 8世の揚國が可興と可進の父親となっているが，第17
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1世
2世
3世
4世
5世
6世
7世
8 柑•
9世
10世
1世
12世
13世
14世
15世
16世
17世
18世
19世
△匿配入閉，蘇坑村へ
敷教
良法
有承
夢愛
毅望（不明）
弘選 弘節
宜蹄
克量 克充
20世 △甫長 △甫成 △甫縛
浦城県へ
出所）「温陵雷山施氏毅山公伶支五房長房家譜』（光緒17年；民国17年重修）と『温
陵雷山施氏毅山公伶支五房家譜」（光緒17年，民国17年重修）より作成。
図15蘇坑村施氏系譜
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図では兄弟となっている。第13図で可興と可進の父親となっている11世・澤夫
と第15図で可興と可進の父親となっている揚國が同一人物なのか，この点も不
明である。蘇坑村の老農の話しでは，始祖の建勲は唐代に銭江派の始祖の典よ
りも先に入閥した。しかし，前港村の方が発展し勢力を持つに到ったが，蘇坑
村は貧しく勢力がなかったので，前港村の銭江派に属することで一族の安全を
守ったという。それゆえ， 後に蘇坑村の族譜が銭江派の族譜に合うように辻
棲合わせが行われ， 排行字は銭江派のそれに合わせて統一されたと考えられ
る。
蘇坑村の全人口は786人で，フィリビン・香港・マカオに華僑・華人が634人
おり，全人口の約80彩を占める31)。本村には施氏家廟がある。家廟の歴史を廟
内の碑文で見ると，唐代に入閾し，簡単な祭壇を設け，元代には規模を大きく
し，明代の 8世・衷軒（揚國か？）の時に重建した。 9世・甫長と10世・元興の・
時にさらに規模を拡大したが， 以後は崩壊し， 解放後は生産隊の建造物とな
り， 1993年 1月に再建して落成式を行った。廟の祭壇にはすでに位牌が祀られ
ている。位牌には生存者と逝去者との 2種類があって，本人がまだ生存してい
て位牌を安置する場合には250元，妻のみが生存している場合には150元，両者
とも死亡して家族の者が位牌を安置したい場合には100元となっている。
⑨ 洋霞村
洋霞の開基祖は， 第16図に見られるように銭江派二房の12世・瑶 OO拉）の
五男の畑（齊闊）と12世・喩の三男の燈であり， 洋霞村は畑と燈が前港村から
移住したことに始まる。彼らは自己を銭江派の后角伶の派下であるとしてい
る。
村には祠堂の洋江施氏宗祠がある。 1980年8月5日の「重修碑」によれば，
この宗祠は清道光10年 (183碑三）に建立されたが，以後崩壊し， 1977年にフィリ
ビン華僑の施家萬が里帰りしたときに再建を提案し，フィリビン華僑の捐金で
31)同上書， p.54. 
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11世
12世
13世
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消夫
絞
煩△匿］情叫）洋霞村へ
14世 △進△珪△梱 △則陶△則泉△則埼△則證
出所）洋霞村の施氏家譜を筆写。
図16 洋霞村施氏系譜
もって1979年に再建された。訪問した時にはまだ重修中であった。本宗祠への
寄附金はフィリヒ゜ンだけでなく，台湾・香港からも寄せられており，その寄付
金について宗祠内の壁に碑文が書かれてある。洋霞村は第4図に見られるよう
に，金井鎮からさらに三輪車かオートバイに乗り換えて20~30分走った半島の
先にあり，交通の便は非常に悪い。戸数は約170余戸，人口は600余人で，すで
に村からは1,000人以上が外国へ出ている。
UO) 炉姓村
炉姓村は戸数170戸，人口900人で，南洋へは200人が出ている。
炉姓村へは，第17図に見られるように 8世・啓の系譜， 14世・毅齋が分出し，
14世・毅山が蘇坑村下間へ分出し，毅齋の次男の15世・心齋は蘇坑村上店へ移
住した。ところで，既述してきたように，捕頭村と蘇坑村，炉辻村とは同系譜の分
節である。第17図によれば11世の可興（第13図では12世，第15図では9世）が堆頭
村へ分出し， 14世の毅山と毅齋（第15図では12世）の時，毅山が蘇坑村へ，毅齋
が炉姓村へ分出したことになっている。さらに， 16世九世の長男・烏石と次男
．裸紅の時に，村は上社と下仕に別れ，烏石の系譜が上姓，裸紅の系譜が下姓
となった。上姓では22世・華宇の系譜が三落， 22世・應蒲の系譜が四積で，上
姓の系譜の祖庁は 5庁あり，その関係は不明である。下社には計7庁があり，
その系譜は次のようである。新暦は23世・製會，松脚は23世・巽歴の系譜で，
16世・渠貴と16世・渠廷で二派に別れる。漢前は23世・襲爵，大暦は23世・襲
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1世
2世
3世
4世
5世
6世
7世
8世
(1) 
9世
(2) 
10世
(3) 
I世
(4) 
12世
(5) 
13世
(6) 
14世
(7) 
15世
(8) 
16世
(9) 
17世
(10) 
18世
(11) 
19世
(12) 
20世
(13) 
21世
(14) 
2世
(15) 
23世
(16) 
24世
(17) 
25世
(18) 
26世
(19) 
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頂米
登石
振石
変規
出所）「施氏族譜」（民国丁亥年， 1947年）の「温陵銭江長房扮燻峯施氏宗譜支圏」よ
り作成。（ ）は炉姓施村氏の世系である。
函1 炉姓施氏系譜
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貴，園内は23世・糞庭の長男・枢主，宮辺は23世・襲庭の次男・枢忠の系譜であ
る。これを図示すれば第3表のようになり，その分節過程が非常に明解である。
村には炉姓小学校があり，中学校は衝口村の南僑中学へ行く。炉姓村上仕に
は村廟として七代巡を祀る鎮清宮，下姓には田都元帥を祀る田都元帥廟と，そ
れぞれに一つの村廟がある。また，上社松脚伶には松脚桃九架祖祠があり，こ
れは祖庁を少し規模を大きくしたものである。
第3表炉姓村の分節と祖庁と分支祖の関係
~I 分節 1 祖庁数 1 分 支祖
上
三四 落積 } 5 17世鳥石く22世華宇
姓 22世應蒲
新暦 1 23世糞會
下 松脚 2 23世粛歴く26世渠貴
26世渠廷
漢前 1 23世興爵
大暦 1 23世糞貴
姓 園内 1 } 23世糞庭く24世枢主
宮辺 1 24世枢忠
出所）前掲「温陵銭江長房扮遺峯施氏宗譜支圏」
と聞き取りより作成。
4. 福清高楼（龍田）施氏の系譜
福清市龍田鎮は，石獅市からバスに乗り，約 3時間で福泉公路上の福清市に
着き，ここでバスを乗り換えて約20分ほどで市中心地の融城鎮に到着する。融
城鎮からバスを乗り換え，小 1時間ほどで龍田鎮に到着する。龍田鎮は上一村
・下一村・ニ村・三村に居民委員会（都市戸籍者）で構成されている。一村は施
姓の村であり， 上一村が港江派施氏， 下一村が銭江派施氏の村である。二村
は張姓の村， 三村は何姓と方姓lの村であり，各姓はそれぞれ立派な族廟（宗祠
・祠堂）を所有している。
『高楼施氏大宗総祠族譜』によれば，福清県時和里龍田郷の高楼港江派施氏
は，唐代に施恵張が威武将軍となって浙江省呉興県から福建省建陽麻沙界首に
52 
福建における同族結合とその分化（石田） 376 
移住した。これが入閾の始まりである。麻沙界首 8世の施宗澤が京官轄運使と
なり，宋代に龍田に移住し，現在に到る32)。第18図に見られるように，その系
譜は宗澤を龍田（福清） 1世としている。 3世・柄（晋江簿江派1世）には 2人の
太太（妻）がおり楊氏との間に生まれた 4世の大宗輸（簿江派2世）は簿江派を
継承していく。鄭氏との間には 3人の息子がおり，長男・秀は龍田に留まり，
その子孫は龍田で分節していった。それゆえ，高楼施氏の系譜は長男・秀の系
譜となる。族譜によれば，既述したように次男・英と三男・茂は衡口村へ移住
しているが，その後の系譜は不明である。秀には襦珍．揺賓・播富の三人の息
子がおり，族譜上では襦珍の系譜のみが記されており，襦賓・揺富の系譜は不
明である。襦珍には 2人の息子がおり，長男の晋の系譜はその子・仲で途絶え
1世
2世△杏
3世
4世
5世
6世
7世
8世
9世
10世
燕 △植 △極
茂衝口へ
揺富
圏旺席 AOO対門
匝昼］福清開基祖
△振 ↑櫃
圏甲江派開基祖
英術口へ 秀
福賓 匿昼］下社（前街）
晋
仲
匪］后屈△會IH外
出所）「福清縣時和里龍田郷高楼施氏大宗総祠族譜」（中華民国21年， 1933年）より
作成。
図18 福清市龍田鎮上一村高楼施氏の系譜
32)前掲 r施氏宗譜』，同「建陽県麻沙鎮界首村施氏族譜転抄』。
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ており，次男の洪の系譜が高楼施氏の系譜として存続している。九世・承には
會・佳・奇・貴・梯の息子がおり， 1人が江陰県へ移住し，残りの 4人が龍田
で分節していった。上一村内では，佳が后暦に，奇は下唐，貴は対門，梯は旺
暦の 4支派に分節した。以前には 7支派があったが，現在は 4支派のみが残っ
ている。
上一村には，西清（后暦）．后門底（下f/li)• 前街（下社）・上巷の四つの角路が
ある。これら四つの角路と既述の 4支派との関係が，今一つ不明である33)。西
清（后府）は 9世・承の系譜で， 規模が大きく約 200戸を擁している。后門底
（下暦）は約50戸， 220人で，前街（下社）は 5世・襦珍の系譜で100余戸，大巷
はかつて官僚を輩出したが，現在は 5~6戸と最も小さい角路である。
村内には非常に規模の大きな高楼施氏大宗祠があり， 1987年12月 1日に重建
された。族譜は，その多くを文革によって没収・焼却され，現在，色々な資料
を掻き集めた資料として，唯一『福清縣時和里龍田郷高楼施氏大宗総祠族譜』
と『建陽県麻沙鎮界首村施氏族譜轄抄」がある。后門底の宗祠もあったが，
1950年の土地改革時に没収され，現在福清第三中学の印刷工場となってい
る34)。その宗祠の入口には施徳高が道光21年(1841年）に夏門水師提督となった
記念の額「提督」がかかっている。村には許仙を祀る龍首市心社という非常に
歴史のある村廟がある。これは明代の建築である。また，西清の廟としては后
暦西興社がある。各角路にはそれぞれの廟があったようであるが，支派の衰退
とともに地域神は崩壊したままである。今後，これが再興されるのかどうか不
明である。というのは本地域と晋江市との政治情況は大きく異なり，予測がつ
かない。というのは，本地方が省政府所在地の福州と近いため，迷信とされる
33)それぞれの角路と分節が結びつけば，地縁組織と同族組織との関係を立証することが
できるのであるが。
34)見る限り相当立派な宗祠であったと思われるが，非常に乱雑に使用されており，中国
における文化財とは観光資源でしかないのが残念である。これを復活する予定はない
のかと質問すると， 「すでに高楼施氏大宗祠があるので， 二つも必要ないと政府から
告げられた」とのことである。
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① -2高楼施氏大宗祠の内部。
① -1福清市龍田鎮上一村の高
楼施氏大宗祠（簿江派）。
③福清市龍田鎮下一村の施氏宗
祠（銭江派）。
55 
378 闊西大學『純清論集」第44巻第3号 (1994年8月）
②福清市龍田鎮上一村の后門底
宗祠の入口にかかる額。
廟信仰がどこまで復活できるのか，厳しいようである。しかし，祖庁は華僑・
華人の援助で再建されている。例えば，后門底祖庁は1993年夏の訪問時に重修
中であり，そこには芳峰と懐瑛の位牌を祀っていた。また，祖庁内には1993年
4月13日付の祖庁理事会による「祖庁案例」が貼られてあった。
一方，下一村の高楼銭江派施氏は先に晋江県前港村に移住したが，その後薄
江派施氏を頼って第11世の仲美が龍田郷へ移住したことに始まる。高楼銭江派
施氏は下一村に施氏宗祠を持っている。晋江では港江派と銭江派はしばしば械
闘を行ったが，ここでは「晋江のようなことはなかった」といい，両者の関係
はよい。恐らく，本地域の施氏は晋江のように地域的に一大勢力を築いてお
らず， しかも他姓に囲まれて生活している関係上，両者は互いに協力しなけれ
ばならなかったからであろう。
N. 解放前の港江派と銭江派との械闘
調査中の農民の応答から判断すると，現在でも潜江派と銭江派との凝りは残
り，いまだ関係は修復されていないようである。簿江派と銭江派の両派を統合
する上位の組織として臨渡堂がある。しかし，これらの組織はフィリビンや台
湾にあって，本家の中国にはまだ存在しない。聞き取りでは，清末に簿江派と
銭江派とは激しい械闘を行った。解放直前の1946年~1948年にも晋南の村荘を
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巻き込む大規模な械闘が行われた。この時期に南洋へ渡った者が非常に多かっ
たのは，親族は自分達の兄弟や息子が械闘に巻き込まれて殺されないように，
彼らを南洋へ送り出したためである。もう一つの理由は国民党の徴兵から逃れ
るために南洋へ逃がしたためである。
両派の械闘に関する資料として，『晋江文史資料」に論考が掲載されている。
しかし，農民の応答と械闘時期が異なっている35)。『晋江文史資料』によれば，
1924年農暦4月に前港村と后港村（街口村）との間に大規模な械闘が発生し， 5 
カ月間に100カ村を巻き込み，人命や財産に損害を与え，非常に悲惨であったと
いう。械闘の原因は，杏坑村の華僑・施儀潜が石腹村に土地を選んで二層の建
物を建てようとしたが，石腹中伶は風水を理由に阻止した。儀潜は密かに地相
見に相談して，差し障りがあるかどうか地相（風水）を見てもらった。地相見の
占いでは問題がなかったが， 相手は差し障り（運命）を口実にしてお金を恐喝
しようと考えた。衝突を避けるために，人を介して阻止しようとする人に金を
与えた。このことが他者に漏れて，金を貰わなかった人達は怒り，火に油を注
ぐかのようにもっとわめき立て，ついに石夏村東頭・暦后と石屡村中伶とが衝
突した。数日後，前港派后宅村の一人が后港派（簿江派）の者に銃で殺された。
当時，仲裁者が調停を行い，二層の建築物を一層にし，后港派に殺された后宅
村民の賠償金を建築者に負担させることになった。施儀潜はこれに同意した
が，后港派は阻止を最後まで堅持し，どんな条件も全て断った。ここに械闘が
始まった。械闘が長引けば長引くだけ激しくなった。械闘は前港派と后港派に
属する村へ拡がり， 5カ月間続いた。
械闘終了後，両者の死者は，前港派が11人で，后港派が23人であった。前港
派は后港派に12人分の生命の賠償をしなければならなかった。 1人の命がいく
らであったかは不明であるが， 后港派の死者はこれよりもまだ20余人多かっ
た。しかし，后港派は面子を失うのを恐れて人数を隠した。余分の死者に対す
35)施伯蔵「前后港大規模械斗概況」『晋江文史資料」第3輯， 1983年3月， pp. 130~ 
131. 
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る賠償を后港派は自分達でしなければならなかった。ただし，資金を調達する
ことが困難であるため，死者の家族は賠償金を受け取らなかった。それゆえ，
この秘密は他に漏れていった。なぜ前港派の死者が少なかったのかは，后港派
が常に攻撃に出て，前港派が防衛に回ったので死者が少なかった。石腹村は石
腹村中伶に家屋30余間を焼かれ，石腹村中伶の焼失した家屋は 5~6間であっ
た。また，英暦村の庄・翁二姓と十三施の焼失した家屋は詳細不明である。
械闘は 4月に始まり 9月に終わった。大豆・落花生・甘薯や他の食糧作物等
のあらゆ農作物のうち，あるものは播種せず，あるものは戦いで荒らされ，あ
るものは収穫できず，その損失は計り知れなかった。経済方面では，毎日弾薬
やその他の支払い等のために巨額の金を消費し，その金額も計り知れず，施儀
潜のみで 5~6万元を費やした。
この械闘は周辺の村々を巻き込んで行われた。前港派（銭江派）は既述したよ
うに，唐代に河南省光州府固始県から前港村へ移住・定着した一派であり，そ
れゆえ前港村を母村としていた。それゆえ，前港派に所属する村荘は，新前港
（前港新村）．后宅・ 坑尾・石夏・紗唐・山尾・杏坑・蘇坑・炉姓・東暦・ 瑶林
・蒲蓉・披（捕）頭・内坑（一部は中立を守る）• 西毒（三派に分かれ，灰客施姓は街口
に属し，王姓はどちらにも属さず，西沙施姓は前港派に属したが械闘時には中立を守った）
である。 その他に， 旦暦（鄭姓と留姓）・粘暦披（粘姓）・英暦（庄姓と翁姓）とい
った村荘の小姓も前港派に参加し，呉・ 許．洪・林・察姓は大姓の圧力に耐え
きれず，前港同盟に加わった。一方，后港派（簿江派）は宋代に福建省高楼郷玉
井村より術口村へ移住・定着した一派で，街口村が母村であった。后港派に所
属する村荘は，魯東・粁柄・大城（捕）（大部分）．曽坑（大部分）• 西呑（一部分）
・内坑・山前（大部分）・九堡• 田頭・小壌・橋頭・灰客・石夏中伶・古（許）
婆庄・龍園・壇（陳）店・西含・英暦十三施・銃楼・寮内（大小寮が90余寮あり．北
は砧頂寮から南は金井尋坑寮までで，範囲は10余華に及ぶ）である。
以上のように，解放直前に晋南農村を巻き込む大規模な械闘が行われ，共産
党政権樹立後は表立った動きはない。しかし，解放後の政治運動の中で個人的
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恨みやつらみは色々な形態で現れ，現在に到っている。施振民は，このような
械闘の凝りがフィリヒ゜ンの同族組織の中にも反映していると述べている36)。
V. 同族結合の現在的義意
考察してきたように瀑江派施氏と銭江派施氏とは河南省固始県から福建省晋
江県へ移住してきた。両派の移住時期は前後しているが，晋南に定着後，数百
年から一千年をかけて分節化が進展した。両派とも他地域へ分出して村落を形
成したり，同村内においてさらに分化・分節し，住み分けを行い，晋南一帯に
ー大勢力を築いた。また，本地域一帯に自己の勢力を拡大して弱小の小姓を取
り込み，自派の勢力に加えた37)。解放直前まで施氏一族各派，各分節の伝統的
同族祭祀は存続し，その色分けも明白であった。
晋南一帯に広がる港江派施氏16カ村と銭江派施氏10カ村の分節，福清市龍田
鎮の施氏 2カ村の系譜を表示すれば， 第4表のようになる。簿江派の⑧洪漢
村や，銭江派の⑥捕頭村，⑧蘇坑村，⑩炉辻村のように，本来，両派とは別の
系譜であるにもかかわらず，大族に擦り寄ることで自己防衛を果たし，そのた
めに系譜上の辻棲合わせも見られた。
解放後は，土地改革により族的結合の経済基盤を喪失するが，土地改革や大
躍進運動，あるいは文化大革命中の烈しい政治運動の中でも伝統的祭祀は細々
と存続していた。もちろん，政治運動が激しい時期においては，表面上，祖先
祭祀や廟祭祀は不可能なことであった。それにもかかわらず，大躍進期の迷信
打破運動や文革期の「四旧打破」の一時期を除いて，家族は祖庁内に位牌を祀
り，祖先の命日の参詣を行ってきた。それゆえ，政治的統制が解除されると，
一挙に伝統社会が復活した。
本地域においては1970年代から同族組織の回復の兆しがみえ始めた。それは
36)施振民「非律濱華人文化的持績」『中央研究院民族学研究所集刊」 4期， 1977年4月，
pp,'165~166。
37)この点は李鋭「劉察冤」「普江文史資料選輯」（第9輯， 1987年12月） pp. 89~91に詳
しく記載されている。
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第4表施氏村荘と分節・開基祖と宗祠
派系一村 荘一 分節と開基祖 1 大宗祠・小宗祠・家廟
①街口村 1世・柄， 4世・菊逸が移住 施氏大宗祠（樹徳堂）
R橋頭村 長房19世・国忠 なし
③灰客村 四房15世・諸担 なし
簿 ④魯東村 二房派下と四房派下 なし
⑥曽坑村 旧房6世・均（守忠）派下 簿江施氏宗祠（世徳堂）
⑥前埴村 世下旧房•安7 世同派・永下貞，派13下世と・福ー房陽派7 施氏家廟（承徳堂）
R大捕村 二房10世•徳仁 施氏二房家廟（懲徳堂）
江 ⑧洪漢村 4 世• 四郎 施氏宗祠（成徳堂）
⑨龍園村 三房7世・安廣 施氏小祠（紹徳堂）
⑩陳店村 三房16世・肇榮 なし
⑪龍埴村 三房17世・世疇 なし
⑫土地寮 館内17世•世語 施氏茂諒家祠
脈
⑬西簿村 館内10世・守傑 施氏茂諒宗祠（恭徳堂）
⑭東華村 八房8世・郁 八房家廟（銘徳堂）
⑮杵頭村 二房21世・修頂 なし
⑯蘇庄舗 館科内14世・居福， 14世・居 なし
①前港村 1世・典 銭江施氏家廟（中秘堂）
銭
②前港新村 不明 なし
③后宅村 長房11世・仲徳 典公陵園
④石厘村 長房14世・添済 宗麟祠施（積公徳宗堂祠，（中種伶徳）堂，施，東氏頭家扮廟），（暦施后氏） 
江 ⑤坑美村 二房后角伶18世・希徳 施氏祠堂
⑥埴頭村 二房12世・可興 施氏宗祠
⑦西毒村 長房14世・菊齊 毒江施氏宗祠
派
⑧蘇坑村 二房12世・可進 施氏家廟
⑨洋霞村 二房后角扮13世・畑と燈 洋江施氏宗祠
⑩炉姓村 長房14世・毅齋 薄江派九架祖拘（松脚桃伶）
福闘龍①上一村l濡江派龍田 1世・宗澤
②下一村銭江派1世・仲美
I高楼施氏大宗拘，后門底宗祠（下暦伶）
施氏宗祠
出所）本文中の「族譜」『家譜』と聞き取りにより作成。
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解放後の迷信打破により破壊され，敷
石となった墓石。墓石は簿江派20i!:の
施賢業とその妻・粘氏のものである。
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フィリビンからの里帰りが再開され，故郷への寄付や公益事業を再開したから
である38)。最近では，香港やマカオ・台湾からの里帰りも増加するようになっ
たが，両派を統合するような組織はまだ創設されてはいない。各派，各村，各個
人は自己に有利なように外国とのパイプを手繰り寄せ，族的団結を強調するが，
受皿としての同族組織は完全に一族をカバーするまでには到っておらず，仲間
うちでそれぞれの組織を形成しているのが実情である。特に，各村落レベルに
おいて同村出身の華僑・華人とは頻繁に連絡を取っており，親族訪問（探親）
のためにフィリピンや香港・マカオを訪問したことのある人が非常に多いのに
は驚かされる。また， 各分節（各村）では自派の家譜を大事に保存しており，
家譜は自派の正統性を証明する貴重なものとなっている。特に，小姓が大姓に
38)在外華僑・ 華人の僑郷での公益事業等については別稿「福建僑郷における華僑・華人
の郷村建設投資と経済開発ー一ー福建省晋江市龍湖鎮の華僑援助一」を準備している
ので，それを参照されたい。
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吸収される中で，族譜上では形式上の辻棲合わせが行われたため，族譜と家譜
との間に相違と矛盾が多々存在しているのは興味の湧く点である。
族譜と家譜との相違と矛盾について，次のような伝説がある。簿江派二房伶
の16世・施浪は当官して，清朝の靖海大将軍になった。彼は故郷へ錦を飾る際
に，付近の家々に「施」という文字の入った提灯を掲げさせ，施姓の勢力を誇
示したという。また，潜江派と銭江派の同族械闘において，他姓をも巻き込み，
他姓に械闘への参加を強要した。このようなことにより，他姓が「施」に姓を
換えても不思議ではない。これは，なにゆえ施姓がこの地域一帯で大姓として
勢力を保持してきたのかという証左になる。施姓は官僚等の有力者を輩出して
きたゆえに，晋南一帯に一大勢力を形成することができた。これが最大の要因
であるが，その他に近隣の小姓が大姓の圧力のため，大姓に吸収・ 統合されざ
るを得なかった点を忘れてはならない。すなわち，小姓は自己の姓を放棄して
姓を「施」に換え， 「寄らば大樹の陰」 といったように大姓に擦り寄ることで
自己防衛を可能にした。さらには，大姓の威光を借りることによって，周辺村
荘に覇を唱えることも可能になったと考えられる39)0 
以上のような歴史過程の中で，同族組織は復活し，再び族的結合を強化し始
めた。現在，建前としての社会主義的理念も崩壊したため，農民達は族的結合
の重要性を再認識しつつある。調査村一帯では経済開放とともに社会治安が乱
れ，社会主義細胞としての共産党支部委員会や村民委員会が実質的に機能しな
くなり，共産党支部書記や村長等の統率力は衰え，それに代わって老人協会や
同族組織が散沙化する（バラバラの砂のような）村落をまとめ維持している。 今
後，中国南部農村の社会経済を分析する際に， 「同族」 というキーワードを抜
きに研究はできず，伝統社会研究の重要性は益々高まっているといえる。
39)前港村出身者に聞いたところによれば，前港村人は非常に腕っぶしが強く気も荒く，
しかも気前のよいことで有名であったので，付近の農民からは一目置かれ恐れられて
いた。それゆえ，解放後も前港村以外が街へ出かける時，その者は前港村人と一緒で
あることが非常に心強く頼もしいと信頼を寄せたとのことである。
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